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東京 TS ネット主催セミナーvol.3 
「誰も排除しない地域へ 

―アメリカのリーガルソーシャルワークから豊島の実践まで―」レポート 
 
 2021 年 12 ⽉ 11 ⽇（⼟）に、今年度 3 回⽬のセミナーを開催しました。今回
も株式会社 TKC さんに会場をお借りし、オンラインと会場のハイブリッドで開
催することができました。年末の忙しい時期ではありましたが、約 30 名の⽅に
ご参加いただきました。 
 今回のセミナーでは、NPO 法⼈ CALL4 代表理事であり弁護⼠と社会福祉⼠
の資格をもつ⾕⼝太規さん、NPO 法⼈豊島⼦ども WAKUWAKU ネットワーク理
事⻑・⺠⽣委員児童委員でもある栗林知絵⼦さんのお⼆⼈にご講演いただきま
した。⽇頃から豊島区において連携されているお⼆⼈の掛け合いもみられ、熱く
そして楽しい３時間となりました。 

 
 第 1 部では、⾕⼝さんから、アメリカのミシガン⼤学ソーシャルワーク⼤学
院への留学に⾄る経緯や、実際現地で⾏ったプロジェクトやアメリカでの⽀援
についてお話しいただきました。海外の⽀援の実際について知る機会は少ない



ため、⼤変興味深くお話をお聞きしました。「彼らにとっても地域にとってもい
い環境をどう築いていったらいいか」という包括的な視点や、持続可能な⽀援と
してのネットワークづくりのお話は、ネットワークづくりを⽬標としている東
京 TS ネットに通じるものを感じ、⼼強く思いました。また、⾕⼝さんたちの⽀
援を受けた男性が「⾃分⾃⾝に社会の⼀員になれると⾃信を与えてくれた」と話
していた動画を⾒ながら、⾕⼝さんが物理的な⽀援以上に⼈として扱って尊厳
を確保するということが重要であると話されていたのが強く印象に残りました。 
 

 
 第２部では、栗林さんより、⼦どもの貧困をテーマに活動する NPO 法⼈の豊
島区の実践について、お話いただきました。⼦ども⾷堂の運営や、フードサポー
トとしてお⽶を渡すことで地域課題を共有するなど、地域の課題の解決に向け
て⽴ち⽌まらず活動されているお話は、まさに「WAKUWAKU」の連続でした。
「同じ地域に暮らし、同じ⽴場で関係性を作ることが重要」であり、困った⼈を
「ほっとかない」という⼈がいる地域はなんと暖かいのでしょうか。セミナー後
の参加者からのアンケートでも、様々な⼈を⾃然に巻き込みながらコミュニテ
ィを作っている栗林さんに勇気づけられたという感想が多く寄せられました。 



 
 第 3 部では、東京 TS ネットの中⽥も加わり、⾕⼝さんと栗林さんに参加者か
らの質問に答えていただきながら意⾒交換を⾏いました。様々な質問がありま
したが、答えていただく中で⾕⼝さんも栗林さんも、⾃分で限界線を作らず、場・
コミュニティの⼒を信じて活動されているという印象を受けました。失敗を失
敗で終わらせないパワフルなエピソードや、「違っていてもどこか同じ価値観は
あるはず。共感できる何かをみつけて仲間にしていくことを意識的に考えてい
る」という姿勢、活動の継続に繋がる結果の分析など、今後の活動に活かしてい
きたい点を話していただき、刺激的な時間を過ごすことができました。 
 今後もより多くの⽅にご参加いただけるような、東京 TS ネットならではのセ
ミナーを検討していきたいと思います。アンケートにご協⼒いただいた皆様、ど
うもありがとうございました。 
 
動画にご興味のある⽅は下記サイトを御覧ください。 
【Filmuy フィルムィー】https://filmuy.com/tokyo-ts-net 
 
  



 


